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地域資源を活かす４つのポイント
① 日南海岸の玄関までの交通手段

・空：宮崎空港（宮崎ブーゲンビリア空港）

・陸：高速道路ネットワーク（東九州自動車道）

・海：油津港（クルーズ船の誘致）

② バイウェイの活用
・日南海岸サイクルツーリズム推進協議会

③ もてなしの拠点
・道の駅（フェニックス・酒谷・きたごう・なんごう・くしま）

・廃校活用施設（潮の杜）

④ 地域との交流
 ・あったかくて純朴な人柄が売り



地域資源を活かす４つのポイント
① 日南海岸の玄関までの交通手段

・空：宮崎空港（宮崎ブーゲンビリア空港）

・陸：高速道路ネットワーク（東九州自動車道）

・海：油津港（クルーズ船の誘致）
〇寄港状況
平成28年  22隻 65,066名
平成29年  26隻 93,669名（最高）
平成30年  11隻 33,108名
令和元年  8隻 20,322名
令和２年  1隻  393名
令和３年  2隻  470名
令和４年  3隻  610名
令和５年 16隻 25,600名

〇経済効果
平成28年度の調査では、日南市で

の一人当たりの観光消費額は、平均
で33,727円
2,000人が乗船
2,000人×33,727円＝約6,700万円

の経済効果



地域資源を活かす４つのポイント
② バイウェイの活用

・日南海岸サイクルツーリズム推進協議会



地域資源を活かす４つのポイント
③ もてなしの拠点

・道の駅（フェニックス・酒谷・きたごう・なんごう・くしま）

・廃校活用施設（潮の杜）



① 日南国定公園の自然と景観を活かす

地区の高齢者が年に1回温泉に行く
小遣い稼ぎの場として始まった

道の駅 酒谷 指定管理事業
酒谷地区の全世帯が株主となり
酒谷むらおこし株式会社を設立



酒谷地区の魅力を高め
地区内外の交流を促進し

地区の強い結束を推進する

１．美しい景観づくりで酒谷地区の魅力を高める

２．様々なイベントを通して交流を促進する

３．地区住民が主役となり地区の結束力を高める



多様な品種の桜で景観づくり

棚田にひまわり畑を創出し景観づくりと併せて地区内外の人の交流を促進

道の駅で提供する蕎麦で景観づくり



子どもから高齢者まで地域の人々が主役のイベントの場として道の駅を活用

全国のルートとつながり、相互に発信



地域が結束して地域課題に向き合った結果
地域密着型特別養護老人ホームを廃校となった中学校の敷地内に誘致

地域密着型特別養護老人ホーム心の里さかたに   https://s-seseragi.or.jp



① 日南国定公園の自然と景観を活かす

日南海岸地域の魅力を活用した

潮の杜事業
廃校をコミュニティづくり
交流の場の拠点として



日南海岸の「海と山の自然」と
「くらし」を資源として活用

１．自然教育事業（農業体験、モノづくり体験、磯遊び、
マリンスポーツ など）

２．人材育成事業（パパの家事・子育て講座、子ども
ライフセービング講座、企業研修・視察 など）

３．起業支援プロジェクト（レストラン・工房 など）

４．校庭を利用したキャンプ場運営



農業体験 磯遊び体験

マリンスポーツ体験

草木染体験プレイパーク体験



① 日南国定公園の自然と景観を活かす

今後の課題

地区の方々も主役となり
廃校をコミュニティづくり
交流の場の拠点として活用

地区の活性化につなげる



地域資源を活かす４つのポイント
④ 地域との交流 一番大事

 ・あったかくて純朴な人柄が売り
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以上です
ご清聴ありがとうございました


